
優
れ
た
技
術
と
現
場
の
雰
囲
気
を
体
感

高
校
生
向
け
も
の
づ
く
り
企
業
見
学
会

高
校
生
が
日
頃
の
取
組
を
紹
介

第
28
回
工
業
専
門
部
生
徒
活
動
成
果
発
表
会

1表板の曲面は、実物から解析された図面を基に再現す
る　2「丸のみ」を使って表板の粗削りを進める　3ヴァ
イオリン製作には様々な道具が使われている　4ヴァイオ
リンの完成度について、「デザインに少しアレンジを加えて
製作してみても、最終的には伝統的な形が良いと感じてし
まう」と話す

表面にニスを塗り、艶やかに仕上げる安冨成巳さん

問い合わせ

国立音楽院 宮城キャンパス

加美郡加美町上多田川笹沢東 1-1
TEL 0229-25-5461
https://kma-miyagi.com/

　

透
明
感
の
あ
る
高
音
を
美
し
く
響
か
せ
る
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
欠
か
せ
な
い
弦
楽
器
の
一
つ

で
あ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
、
16
世
紀
に
完
成
さ
れ

た
形
で
誕
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
「
何
世
紀
も
前
に
イ
タ
リ
ア
の
ク
レ
モ
ナ
で
製

作
さ
れ
た
楽
器
に
理
想
の
形
が
存
在
し
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
製
作
技
法
は
失
わ
れ
た
部
分
が
多
く
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
製
作
は
昔
の
巨
匠
の
作
品
を
研
究

し
、
再
現
す
る
仕
事
と
い
う
側
面
も
あ
る
で
し
ょ

う
」
と
安
冨
成
巳
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　

本
体
の
表
板
の
材
料
に
は
、
音
響
特
性
が
良
く
、

軽
量
で
硬
い
マ
ツ
の
一
種
「
ス
プ
ル
ー
ス
」
が
使

わ
れ
る
。
表
面
を
「
の
み
」
や
「
か
ん
な
」
で
丹

念
に
削
り
、
緩
や
か
な
ア
ー
チ
を
作
り
出
し
て
い

く
。
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
理
想
の
音
を
削
り
出

す
作
業
は
、
職
人
の
感
性
に
委ゆ

だ

ね
ら
れ
る
。

　

安
冨
さ
ん
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
製
作
の
道
を
志
し

た
き
っ
か
け
は
大
学
時
代
、
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

へ
参
加
し
た
こ
と
だ
っ
た
。「
楽
器
の
調
整
や
修

理
で
お
世
話
に
な
っ
た
職
人
の
姿
か
ら
、
音
楽
を

影
で
支
え
る
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
」

　

大
学
を
卒
業
後
、
国く

に

立た
ち

音
楽
院
（
東
京
都
）
で

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
製
作
の
基
礎
を
学
ん
だ
。
そ
し
て

イ
タ
リ
ア
に
渡
り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
製
作
の
聖
地

ク
レ
モ
ナ
で
お
よ
そ
５
年
間
経
験
を
積
ん
だ
。

　

帰
国
後
、
山
形
市
内
で
工
房
を
構
え
た
安
冨
さ

ん
の
も
と
に
、
か
つ
て
学
ん
だ
国
立
音
楽
院
か
ら

講
師
の
依
頼
が
届
い
た
。「
自
分
の
演
奏
経
験
を

生
か
し
、
演
奏
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
楽

器
製
作
の
技
術
を
伝
え
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、

２
０
１
７
年
に
開
校
し
た
宮
城
キ
ャ
ン
パ
ス
（
加

美
町
）
で
学
生
の
指
導
に
も
情
熱
を
注
ぐ
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
職
人
が
目
指
す
の
は
、
過
去
の

作
品
を
た
だ
再
現
す
る
事
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。「
な
ぜ
今
も
変
わ
ら
ぬ
形
で
人
を

魅
了
し
続
け
ら
れ
る
の
か
。
巨
匠
が
残
し
た
作
品

を
手
掛
か
り
に
、
楽
器
の
〝
美
〟
と
は
何
か
を
追

究
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
職
人

1

2
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10
月
１
日
、
株
式
会
社
ウ
チ

ダ
仙
台
工
場
（
岩
沼
市
）
に
、

古
川
工
業
高
等
学
校（
大
崎
市
）

の
機
械
科
２
年
の
生
徒
が
訪
れ

た
。
宮
城
県
が
実
施
し
て
い
る

「
高
校
生
向
け
も
の
づ
く
り
企

業
見
学
会
」
の
一
環
で
、
生
徒

は
事
業
内
容
の
説
明
や
工
場
見

学
を
通
し
て
、
も
の
づ
く
り
の

仕
事
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

自
動
車
部
品
の
プ
レ
ス
加
工

な
ど
を
手
掛
け
る
同
社
の
佐
々

木
泰
孝
社
長
は
、「
よ
そ
に
は

な
い
コ
ア
な
技
術
を
極
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
や
、
マ
ル
チ

プ
レ
イ
ヤ
ー
を
目
指
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
、
中
小
企
業
で

働
く
魅
力
で
す
。
今
後
の
進
路

選
択
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
生
徒
に
呼
び
掛
け
た
。　

参
加
し
た
生
徒
は
、「
高
品
質

な
製
品
を
効
率
良
く
作
る
た
め

の
素
晴
ら
し
い
技
術
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

　

同
見
学
会
は
、
今
年
度
で
12

回
目
の
実
施
。
昨
年
度
は
19
校

の
生
徒
が
、
の
べ
82
社
の
企
業

を
見
学
し
た
。

　

11
月
16
日
、
古
川
工
業
高
等

学
校
（
大
崎
市
）
で
第
28
回
工

業
専
門
部
生
徒
活
動
成
果
発
表

会
が
開
催
さ
れ
た
。
県
内
の
工

業
系
部
活
動
な
ど
に
所
属
す
る

生
徒
が
、
日
常
の
活
動
や
研
究

の
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
、

今
年
度
は
、
４
つ
の
高
校
か
ら

９
団
体
が
参
加
し
た
。

　

登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
の

機
械
工
作
部
の
生
徒
は
、
全
国

高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会

に
挑
戦
し
た
取
組
に
つ
い
て

発
表
。
県
大
会
優
勝
を
目
標

に
、「
初
の
試
み
と
し
て
２
チ
ー

ム
で
参
加
し
た
」
と
説
明
し
た
。

優
勝
と
３
位
と
い
う
結
果
に

「
２
チ
ー
ム
で
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
互
い

に
ア
イ
デ
ア
や
課
題
、
進
ち
ょ

く
状
況
を
共
有
で
き
た
こ
と
が

好
成
績
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

と
考
察
し
た
。

　

ま
た
、
新
潟
県
で
行
わ
れ
た

全
国
大
会
で
は
予
選
を
通
過
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
報
告
。「
全

国
で
戦
う
た
め
に
さ
ら
に
知
識

と
技
術
が
必
要
」
と
話
し
た
。

　

９
月
28
日
、
東
北
職
業
能
力

開
発
大
学
校（
栗
原
市
）で「
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ス
」
が
行
わ
れ

た
。
県
内
の
小
中
学
生
と
保
護

者
が
、
地
元
企
業
や
高
校
生
、

同
大
学
校
な
ど
が
企
画
し
た
22

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
た
。

　

今
回
初
め
て
出
展
し
た
モ
リ

タ
宮
田
工
業
株
式
会
社
栗
原
工

場
は
、
同
社
が
製
造
す
る
消
火

器
の
操
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
用

意
。
参
加
し
た
小
中
学
生
は
、

消
火
薬
剤
の
代
わ
り
に
水
を
充

て
ん
し
た
消
火
器
を
使
っ
て
的

を
倒
す
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
た
。

　

築
館
高
等
学
校
（
栗
原
市
）

自
然
科
学
部
の
ブ
ー
ス
で
は
、

「
不
思
議
な
科
学
実
験
室
」
と

題
し
て
、
生
徒
が
液
体
窒
素
を

使
っ
た
実
験
や
、
空
き
缶
を

使
っ
た
綿
菓
子
づ
く
り
な
ど
を

行
っ
た
。
生
徒
は
、「
小
学
生

で
も
楽
し
め
る
実
験
を
考
え
て

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
反
応
も
良
く
て
、

喜
ん
で
も
ら
え
た
の
で
う
れ
し

か
っ
た
」
と
話
し
た
。

小
中
学
生
が
も
の
づ
く
り
と
科
学
の
楽
し
さ
を
体
感

第
６
回
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ス

　

11
月
28
日
、
宮
城
県
内
の
産

業
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
し
た

技
能
者
な
ど
を
表
彰
す
る
「
宮

城
県
職
業
能
力
開
発
関
係
表
彰

式
」
が
県
庁
で
行
わ
れ
た
。
同

表
彰
式
で
は
、
卓
越
し
た
技
能

で
業
界
の
振
興
に
貢
献
し
た

「
卓
越
技
能
者（
宮
城
の
名
工
）」

の
７
人
と
、
技
能
の
研
さ
ん
に

励
ん
で
い
る
「
青
年
技
能
者
」

の
８
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

卓
越
技
能
者
の
表
彰
を
受
け

た
、
株
式
会
社
竜
門
園
（
仙
台

市
）
の
齋
藤
健
さ
ん
は
、
石
組

み
の
高
い
技
能
や
後
進
の
育
成

を
通
し
て
、
業
界
の
振
興
に
積

極
的
に
貢
献
し
て
い
る
点
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
。

　

青
年
技
能
者
の
表
彰
を
受
け

た
、
株
式
会
社
登
米
精
巧
（
登

米
市
）
の
千
葉
雄
喜
さ
ん
は
、

汎
用
フ
ラ
イ
ス
盤
と
Ｎ
Ｃ
工
作

機
械
に
よ
る
超
精
密
部
品
や
異

形
状
部
品
加
工
を
実
践
す
る
高

い
技
能
、
材
料
や
部
品
の
形
や

特
性
に
合
わ
せ
た
加
工
条
件
の

調
整
・
最
適
化
を
行
う
技
能
な

ど
が
評
価
さ
れ
た
。

「
宮
城
の
名
工
」
７
人
ら
を
表
彰

令
和
元
年
度
宮
城
県
職
業
能
力
開
発
関
係
表
彰
式

板金工やこけし製造工など様々な技能者が
「宮城の名工」の表彰を受けた

青年技能者を代表して表彰を受ける千葉雄
喜さん
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ものづくりの仕事の魅力などについて生徒
に説明する佐々木泰孝社長

県大会で優勝したロボットの仕組みを説明
する登米総合産業高の生徒

消火器の操作体験の後、火が消える仕組み
などについて社員が説明した

工場見学では、生徒が現場を回りながら、
社員の説明に耳を傾けた

発表後に審査員からの質問やアドバイスを
受ける古川工業高の生徒

空気中の酸素を液体化するなど、生徒は液
体窒素を使った様々な実験で魅せた

Po r t r a i t  o f  S k i l l s

技
の
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像
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像


